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3月１２日
▼

3月２３日

一般会計　 ６２億９千万円（前年当初比７％減）
特別会計　 ５０億５千万円（　　〃　　４％減）
総　　額　１１３億３千万円（　　〃　　６％減）

百万円以下は四捨五入

町
長
の　

年
度
施
政
方
針
演
説

１９

予
算
の
提
案
説
明

　

議
案
・
１
意
見
書
を
審
議
・
可
決

４２議
会
人
事 今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
ののののののののののののののののののののの
内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内

今
議
会
の
内
容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容

「池田町議会議員定数条例の
一部改正」の発案書が
議員１５名より出された。

提案理由
社会情勢・町の財政状況から
１４名を１２名に削減する。
　
反対討論
・議会改革の検討をまったく
しないで、ばたばたと決め
る簡単な事ではない。
・多くの民意は１０名、その意
にそうべきだ。
・１年前に１４名と決め、１度
も選挙をせず１２名とは、議
決が軽過ぎる。
　
賛成討論
・厳しい町財政の中、行政改
革の一環として決断。
・近隣市町に比べ１４名は多い。
・広く町民の声を反映し、議
員１名当たりの人口、世帯
も考えて今回は１２名。
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国民健康保険
19.6億円

老人保健
17.4億円

南北簡易水道
1.4億円

農業集落排水
3.7億円

公共下水
5.7億円

温泉
2.7億円

一般
会
計　

62.9億円

特

別
会
計　

50.5
億円

百万円以下は四捨五入

議員定数ふたたび減らす

単位：億円　百万円以下は四捨五入
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二
期
目
の
岡
崎
町
長
は

「
町
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」の

理
念
の
も
と
町
政
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
の
中
の
自
治

体
運
営
が
要
求
さ
れ
て
い
る

今
日
、
私
共
議
長
、
副
議
長

の
重
責
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
、
光
栄
の
い
た
り
で
あ

り
ま
す
と
共
に
、
そ
の
責
任

の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。

　

議
員
定
数
削
減
の
課
題
も
、

次
回
選
挙
で
は
６
人
減
の　
１２

人
と
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
議

会
の
地
方
自
治
体
の
運
営
に

対
す
る
使
命
に
、
大
き
な
変

革
の
到
来
と
厳
粛
に
受
け
止

め
て
お
り
ま
す
。
今
後
共
、

更
に
気
を
引
き
締
め
、
安
全

で
安
心
な
住
み
よ
い
町
づ
く

り
に
向
っ
て
、
努
力
を
し
て

い
き
ま
す
。

　

皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

平
成　

年
度
議
長
、
副
議
長
決
ま
る

１９

議長
森 嶋 和 明　議員

副議長
松 岡 正 彦　議員

名

称

議

長

副

議

長

監

査

委

員

総

務

委

員

会

民
生
文
教
委
員
会

建
設
産
業
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

下
水
道
特
別
委
員
会

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

議
会
広
報
編
集
委
員

池
田
町
計
画
審
議
会
委
員

消
防
委
員
会
委
員

国
保
運
営
協
議
会
委
員

池
田
町
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
協
議
会
委
員

養
基
小
学
校
養
基
保
育

所
組
合
議
会
議
員

池
田
町
有
線
放
送
電
話

農
業
協
同
組
合
理
事

土
地
開
発
公
社
理
事

土
地
開
発
公
社
監
事

揖
斐
広
域
連
合
議
会
議
員

西
美
濃
さ
く
ら
苑
介
護
老
人
保

健
施
設
事
務
組
合
議
会
議
員

注
…
任
期
の
記
載
が
な
い
も
の
は
一
年
任
期
と
す
る

定
数１１１６６６８８８６８６６７２２６１４２

氏　
　

名
（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

　

森
嶋
和
明

　

松
岡
正
彦

　

北
角
正
郎

◎
高
橋　

守
○
近
岡　

斌　

北
角
正
郎

　

松
岡
正
彦　

窪
田
弘
子　

岩
谷
真
海

◎
牧
村　

隆
○
倉
地
幸
子　

細
野
清
身

　

森
嶋
和
明　

遠
藤
和
雄　

竹
中
芳
弘

◎
坪
井
澄
夫
○
五
十
川
省
五　

野
網
義
一

　

松
岡
雅
子　

小
林
春
男　

安
田
正
治

◎
小
林
春
男
○
野
網
義
一　
五
十
川
省
五　

坪
井
澄
夫

　

高
橋　

守　

安
田
正
治　

岩
谷
真
海　

牧
村　

隆

◎
五
十
川
省
五
○
安
田
正
治　

坪
井
澄
夫　

高
橋　

守

　

近
岡　

斌　

倉
地
幸
子　

遠
藤
和
雄　

竹
中
芳
弘

◎
岩
谷
真
海
○
松
岡
雅
子　

細
野
清
身　

野
網
義
一

　

北
角
正
郎　

小
林
春
男　

窪
田
弘
子　

牧
村　

隆

◎
安
田
正
治
○
窪
田
弘
子　

野
網
義
一　

松
岡
雅
子

　

倉
地
幸
子　

竹
中
芳
弘

　

細
野
清
身　

野
綱
義
一　

松
岡
雅
子　

森
嶋
和
明

　

窪
田
弘
子　

安
田
正
治　

岩
谷
真
海　

倉
地
幸
子

　

森
嶋
和
明　

松
岡
正
彦　

安
田
正
治　

牧
村　

隆

　

近
岡　

斌　

遠
藤
和
雄

　

細
野
清
身　

森
嶋
和
明　

牧
村　

隆　

倉
地
幸
子

　

遠
藤
和
雄　

竹
中
芳
弘

　
五
十
川
省
五　

北
角
正
郎　

坪
井
澄
夫　

小
林
春
男

　

松
岡
正
彦　

近
岡　

斌　

遠
藤
和
雄

　

牧
村　

隆　

遠
藤
和
雄

　

野
網
義
一　

松
岡
正
彦

　

細
野
清
身　

小
林
春
男　

高
橋　

守　

松
岡
正
彦

　

安
田
正
治　

岩
谷
真
海

　

坪
井
澄
夫

　

森
嶋
和
明　

北
角
正
郎　

坪
井
澄
夫　

高
橋　

守

　

森
嶋
和
明　

牧
村　

隆

就
任
年
月
日

平
成
十
九
・
四
・
一

〃〃〃〃〃〃〃〃〃

平
成
十
八
・
四
・
一

（
二
年
任
期
）

〃

平
成
十
九
・
四
・
一

〃〃

平
成
十
七
・
四
・
一

（
三
年
任
期
）

平
成
十
八
・
四
・
一

（
二
年
任
期
）

〃

平
成
十
八
・
四
・
一（
二
年

任
期
）（
議
長　

平
成
十

九
・
四
・
一（
一
年
任
期
））

平
成
十
九
・
四
・
一

■
■
池
田
町
議
会
常
任
・
特
別
委
員
会
等
名
簿
■
■

監
査
委
員
の
選
任
同
意

就　

任　

ご　

挨　

拶

監査委員
北 角 正 郎　議員

氏
名　
　
　

遠
藤
和
雄

住
所　
　
　

杳
井
八
三
八

年
齢　
　
　
　

才
６７

職
業　
　
　

会
社
員

政
党　
　
　

無
所
属

趣
味　
　
　

読
書
（
雑
読
）

抱
負　
　
　

自
分
に
与
え
ら
れ
た
職
責
を

充
分
自
覚
し
、
町
民
の
皆
様
の
声
を
反
映

出
来
る
様
に
一
生
懸
命
勉
強
し
努
力
し
ま

す
。

　

将
来
池
田
町
を
担
っ
て
く
れ
る
大
切
な

こ
ど
も
達
の
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
、
家

庭
・
地
域
・
学
校
と
連
携
し
考
え
て
行
き

た
い
。

氏
名　
　
　

竹
中
芳
弘

住
所　
　
　

八
幡
一
九
五

年
齢　
　
　
　

才
６５

職
業　
　
　

会
社
役
員

政
党　
　
　

無
所
属

趣
味　
　
　

野
球　

茶
道

抱
負　
　
　

災
害
の
な
い
、
環
境
に
す
ぐ

れ
た
、
こ
の
池
田
町
。
こ
の
町
に
多
く
の

人
が
集
う
、
活
気
有
る
町
作
り
に
力
を
注

い
で
ま
い
り
た
い
。

座
右
の
銘　

清
々
粛
々
淡
々

　

年
１
月
補
選
に
よ
り　

１９当
選
さ
れ
た
新
議
員
紹
介

遠 藤 和 雄　議員竹 中 芳 弘　議員
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町
の
借
金
１
５
６
億
円
、

町
民
一
人
当
り　

万
７

６３

千
円
だ
。
そ
の
中
で
下
水
道
・

学
校
（
今
度
は
八
幡
小
の
改

築
）・
道
路
・
福
祉
と
取
り
組
ま

ね
ば
な
ら
ぬ
課
題
は
目
白
押
し
。

　

今
、
道
の
駅
を
建
て
る
状
況

で
す
か
。
物
産
販
売
は
最
初
か

ら
民
間
委
託
、
他
は
町
の
負
担

（
持
ち
出
し
ば
か
り
）と
い
う
箱

物
で
す
よ
。

町
の
負
債
は
必
要
な
物
に

投
資
し
て
き
た
結
果
だ
。

夢
の
あ
る
施
策
も
必
要
で
あ
る
。

新
旧
２
館
の
不
経
済
な

温
泉
経
営
を
、
将
来
は

そ
の
安
全
な
町
有
地
に
道
の
駅

な
ど
つ
く
ら
ず
西
濃
一
番
の
温

泉
と
し
て
改
築
を
目
指
し
た
ら

ど
う
か
。

　

今
度
取
得
し
た
２
万
㎡
の
内
、

西
側
は
広
い
駐
車
場
、
東
側
は

物
産
販
売
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等
に

土
地
だ
け
を
借
し
、
必
要
な
時

は
返
し
て
も
ら
う
条
件
で
。
貴

重
な
税
金
だ
。
む
だ
使
い
で
き

な
い
。

総
合
計
画
に
沿
っ
て

や
っ
て
い
る
。

町
内
に
は
あ
ま
り
使
わ

れ
て
い
な
い
ス
ポ
ー
ツ

施
設
や
遊
具
も
か
な
り
あ
る
。

思
い
き
っ
て
挑
戦
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
施
設
・
安
心
し
て
憩
え

る
公
園
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

使
う
人
の
意
見
を
よ
く
聞
い
て

整
備
を
し
て
頂
き
た
い
。

町
も
今
は
維
持
管
理
に

力
を
入
れ
て
い
る
。

駐
車
場
や
土
の
校
庭
は

真
夏
の
表
面
温
度　

℃
５０

に
近
い
。
芝
生
は　

℃
台
だ
。

３０

急
激
な
温
暖
化
で
他
市
町
も
芝

生
を
取
り
入
れ
つ
つ
あ
る
。
専

門
部
署
を
設
け
て
う
ま
く
管
理

す
れ
ば
で
き
る
話
だ
。

体
制
作
り
を
し
て
取
り

組
む
。

●道の駅は池田町の為池田温泉の為に
なりますか
●遊び場・スポーツ施設の整備は利用
者の声を充分聞いて
●公園・公共施設にもっと芝生を

Ａ Ｑ

窪田弘子
議員　

町
財
政
は
前
代
未
聞
の
ひ
っ

ぱ
く
し
た
状
況
に
あ
る

Ａ

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

施
設
整
備
は
利
用
者
・
指
導

者
の
声
を
聞
い
て

池
田
町
の
公
共
施
設
に
は

芝
生
が
少
な
い

Ｑ

ゆたかな緑が人々をひきつける
町民のいこいの場　霞間ヶ渓スポーツ公園の芝生広場

１７年度西濃市町の主要財政指標ランキング
（県の統計資料による）

財政力指数
（高い程良い＝強い）

大垣市 ０.８６
神戸町 ０.７７
安八町 ０.７６
垂井町 ０.７２
大野町 ０.６２
関ヶ原町 ０.６１
養老町 ０.６０
池田町 ０.５８
輪之内町 ０.５６
海津市 ０.５０
揖斐川町 ０.３８

夕張市 ０.２３ 

実質公債比率
（歳入の内借金返済の割合）

養老町 ４.９
輪之内町 ５.９
大野町 ７.０
神戸町 ８.０
垂井町 ９.３
安八町 ９.４
海津市 ９.９
池田町 １２.６
関ヶ原町 １２.６
揖斐川町 １４.３
大垣市 １６.１

夕張市 ２８.６
（参考）

（大垣市は財政力があり留保財源がある
ので別格）池田町は社会資本整備を多く
したという事
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平
成　

年
度
ま
で
の
出

１７

生
児
は
、
２
０
０
人
を

超
え
て
い
た
が
、
平
成　

年
度

１８

は
、
１
７
０
人
と
な
り
２
０
０

人
を
割
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の

ま
ま
の
状
態
が
続
く
と
、
保
育

園
、
小
学
校
の
統
合
へ
と
進
む

が
、
ど
の
様
な
施
策
が
あ
る
の

か
。

国
・
県
を
挙
げ
て
の
対

策
が
進
め
ら
れ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
ら
施
策
と
連
携
し

な
が
ら
、
結
婚
適
齢
者
の
出
会

い
の
場
を
設
け
る
。
地
域
社

会
・
町
内
企
業
、
工
場
会
等
へ

環
境
づ
く
り
の
協
力
・
啓
蒙
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

ど
こ
の
市
・
町
も
充
実

し
た
支
援
策
が
打
出
さ

れ
て
い
る
が
。

安
心
し
て
育
て
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
が
必
要
で
、

子
育
て
経
験
者
の
相
談
窓
口
、

一
時
保
育
又
延
長
保
育
、
学
童

保
育
等
安
心
し
て
働
け
る
施
策

を
順
次
拡
大
し
て
い
く
。

 

子
育
て
家
族
に
対
し
、

ア
パ
ー
ト
入
居
支
援
・

住
宅
購
入
に
係
わ
る
利
子
補
給
、

固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
等
の

施
策
は
。財

政
的
な
こ
と
も
あ

り
、
こ
れ
ら
優
遇
策
に

つ
い
て
は
将
来
の
課
題
と
し
た

い
。

 

ど
の
様
な
組
織
・
体
制

で
誘
致
活
動
が
取
組
ま

れ
て
い
る
の
か
。

最
優
先
課
題
で
地
域
の

活
性
化
、
雇
用
の
確
保
、

財
源
的
に
も
必
達
事
項
で
町
内

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
上
げ
積
極

的
に
進
め
た
い
。

　

平
成　

年
か
ら
、
位
置
・
用

１９

地
確
保
・
造
成
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
推
進
す
る
。

●少子化対策及び子育て支援
策について
●企業誘致を図る手立てを問
う

具
体
的
な
少
子
化
対
策
は

安田正治
議員　

Ａ町内出生児の推移

出生児数年　次

３６１人昭和５０年

２７５人昭和５５年

２３８人昭和６０年

２３３人平成５年

２２２人平成１５年

２０１人平成１７年

１７３人平成１８年

５０年までは３００人以上
５５年以降は２００人台へ下降
いよいよ１００人台へ

子
育
て
支
援
の
メ
ニ
ュ
ー
は

Ｑ

Ｑ

Ａ

ＱＡ

企
業
誘
致
の
取
組
は

ＱＡ

地域で育てよう　みんなの宝

工場で働く女性

（町内保育園）

（アピ㈱）
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副
町
長
制
に
関
す
る
町

条
例
が
、
今
年　

月
よ

１０

り
施
行
さ
れ
る
。
池
田
町
は
4

年
前
、
岡
崎
町
長
が
就
任
さ
れ

た
時
点
よ
り
助
役
は
置
か
ず
、

町
長
・
部
長
の
体
制
で
一
般
行

政
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　

こ
の
体
制
は
そ
れ
な
り
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
が
、
何
事
も

町
長
の
判
断
で
進
行
す
る
と
い

う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
、
出
て
き
て

い
る
。
副
町
長
の
任
命
に
よ
り
、

ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
置
く
こ
と

は
、
部
長
以
下
職
員
の
業
務
の

充
実
に
つ
な
が
る
と
共
に
、
町

長
自
ら
の
業
務
の
拡
大
に
な
る

と
考
え
る
。
副
町
長
の
任
命
に

つ
い
て
の
お
考
え
と
、
時
期
を

問
う
。

町
長
自
ら
が
、
直
接
大

き
い
こ
と
か
ら
、
小
さ

い
こ
と
ま
で
判
断
し
て
い
る
こ

と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
デ
メ
リ
ッ

ト
が
出
た
り
、
限
界
が
出
て
き

て
い
る
。
今
年
は
、
職
員
の
資

質
向
上
策
を
進
め
、
将
来
を

担
っ
て
く
れ
る
役
職
に
対
応
で

き
る
職
員
づ
く
り
を
進
め
、
私

自
身
は
、
外
交
、
あ
る
い
は
国

等
へ
の
、
要
望
活
動
を
や
っ
て

い
く
体
制
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

副
町
長
の
任
命
に
つ
い
て
は
、

で
き
れ
ば
早
い
段
階
に
は
と

思
っ
て
い
る
が
、
も
う
少
し
現

体
制
を
進
め
て
1
年
ぐ
ら
い
先

と
考
え
て
い
る
。

２
期
目
の
町
政
運
営
は
、

対
話
の
あ
る
住
民
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
と
、
考
え
て

お
ら
れ
る
が
、
一
部
の
部
署
や

グ
ル
ー
プ
の
活
動
が
目
に
つ
い

た
。
も
っ
と
広
く
輪
を
広
げ
て

の
展
開
が
必
要
で
は
な
い
か
。

職
員
や
消
防
団
な
ど
、

自
発
的
に
話
が
出
て
活

動
を
し
て
く
れ
た
。
一
部
の
団

体
等
よ
り
参
加
の
申
し
出
も
あ

り
、
住
民
の
皆
様
も
参
加
し
て

も
ら
え
る
意
識
が
増
加
し
て
き

た
と
受
け
止
め
て
い
る
。
議
員

の
皆
様
も
地
域
へ
入
っ
て
い
た

だ
き
、
い
っ
し
ょ
に
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
場
を
広
げ
た
い
。

●副町長の任命と、業務体質
の改善について

森嶋和明
議員　

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

ボランティアによる歩道清掃

小中学生によるクリーンカンバック作戦

消防団による清掃活動

副
町
長
の
任
命
は

住
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
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国
で
は
２
０
０
４
年
に

環
境
教
育
を
推
進
す
る

法
律
「
環
境
推
進
法
」
が
制
定

さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
天
然
記
念
物
や

絶
滅
種
の
保
護
だ
け
で
は
な
く

身
近
な
動
植
物
な
ど
多
種
多
様

な
種
や
生
態
系
を
保
存
す
る
考

え
方
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
当

町
の
里
山
で
の
被
害
も
報
告
さ

れ
て
い
る
が
、
東
川
や
杭
瀬
川

に
最
近
は
た
く
さ
ん
の
鳥
が
く

る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

環
境
と
住
民
の
安
全
が
脅
か
さ

れ
て
い
る
事
件
も
あ
っ
た
の
で

具
体
的
な
方
策
を
聞
き
た
い
。

岐
阜
県
内
で
も
ク
マ
が

３
０
０
頭
ほ
ど
、
池
田

町
で
は
３
頭
が
駆
除
さ
れ
た
。

山
麓
沿
い
で
は
耕
作
地
や
農
地

の
シ
シ
の
被
害
も
ひ
ど
い
。
新

年
度
予
算
で
実
の
な
る
広
葉
樹

を
植
え
、
生
き
物
と
の
共
存
を

図
り
た
い
。

　
　

年
度
中
に
、
池
田
小
付
近

１８
１
キ
ロ
四
方
を
猟
銃
禁
止
区
域

に
指
定
す
る
申
請
を
県
に
出
し

た
。
審
議
会
で
決
定
さ
れ
れ
ば

立
て
看
板
な
り
広
報
で
周
知
し

た
い
。　

年
度
中
に
は
幅
広
い

１９

範
囲
で
や
り
た
い
。
あ
わ
せ
て

鳥
の
保
護
も
や
り
た
い
。 

川
へ
の
不
法
投
棄
が
目

立
つ
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
だ
け
に
頼
ら
な
い
大
き
な
運

動
に
な
ら
な
い
か
。

不
法
投
棄
が
ほ
と
ん
ど
。

リ
サ
イ
ク
ル
も
含
め
て

環
境
浄
化
に
努
め
た
い
。 

公
園
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
建
設

過
程
が
住
民
に
わ
か
り
に
く
い
。

な
ん
の
た
め
に
ど
ん
な
も
の
が

で
き
る
の
か
。
も
っ
と
情
報
を

公
開
し
て
も
ら
い
た
い
。

経
過
や
経
費
に
つ
い
て

説
明
す
る
機
会
が
な

か
っ
た
の
で
昨
年
、
地
域
を

回
っ
て
説
明
し
た
。
今
、
新
た

な
資
料
作
り
を
進
め
て
い
る
。

地
域
特
有
の
問
題
が
あ
る
の
で

き
ち
ん
と
対
応
し
た
上
で
、
い

ろ
い
ろ
な
手
段
で
知
ら
せ
る
こ

と
も
考
え
て
い
る
。

●生態系を考えた環境保護政策を！

●大きな公共事業については住民の
合意形成と情報の公開を！倉地幸子

議員　

Ａ

Ａ

鳥
や
生
き
物
と
の
共
存
を
め

ざ
す
ま
ち
づ
く
り
を
！

Ｑ

環
境
を
汚
す
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨

て
を
な
く
そ
う

Ｑ

公
共
事
業
を
も
っ
と
見
え
る

よ
う
に
！

紙おむつ、衣類、肥料袋…川にはこんなにゴミが！！

Ａ Ｑ

町内の川に集まるカモの群れ
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八
幡
小
学
校
の
児
童
館

建
設
は
ど
う
な
っ
た
か
。

補
助
金
が
確
定
し
て
児

童
ク
ラ
ブ
・
児
童
館
の

建
設
を
校
庭
内
東
南
隅
に
南
道

路
か
ら
３
ｍ
離
し
て
、
平
成　
１９

年
に
建
設
す
る
。

八
幡
小
学
校
の
全
面
移

転
計
画
は
。

広
大
な
面
積
を
必
要
と

す
る
し
、
今
そ
の
様
な

公
有
地
は
な
く
、
考
え
て
い
な

い
。

建
替
え
、
耐
震
補
強
の

予
定
は
。

平
成　

年
度
以
降
、
第

２１

５
次
総
合
計
画
の
中
で

財
政
の
予
算
確
保
を
含
め
て
進

め
た
い
。
前
倒
し
着
工
に
つ
い

て
は
今
の
財
政
状
況
か
ら
考
え

て
い
な
い
。

中
学
校
教
育
に
お
け
る

も
の
づ
く
り
体
験
学
習

の
現
状
は
。

池
田
中
学
校
で
は
現
在

４
つ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
組
ん
で
い
る
。

１
、
学
習
の
中
の
技
術
の
時
間

２
、
進
路
指
導
の
時
間

３
、
５
教
科
選
択
科
目
の
中
の

技
術
の
時
間

４
、
一
般
的
道
徳
の
時
間

　

技
術
の
時
間
の　

時
間
に
は

２１

実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動

を
通
じ
て
、
も
の
づ
く
り
習
得

の
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
実
際
、

道
具
を
使
っ
て
体
験
し
て
い
る
。

企
業
の
職
場
体
験
も
そ
の
１
つ

で
あ
り
、
花
の
栽
培
の
プ
ロ
、

天
気
予
報
士
、

介
護
士
等
い
ろ

ん
な
分
野
の
プ

ロ
に
来
て
も
ら

い
、
体
験
学
習

し
て
い
る
の
が

実
情
で
あ
る
。

●八幡小学校等整備について

●中学校体験学習について竹中芳弘
議員　

Ａ ＱＡ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

八幡小学校全景

体験学習

それぞれ主張をもった多角形のひきだしが、
一つのボックスに収められるという、作り
手にとって極めて難度の高いものである。



いけだ町議会だより　No.124
平成 19 年 5 月 1 日発行9

池
田
町
は
小
学
校
１
年

生
と
２
年
生
で　

人
学

３０

級
を
実
施
し
て
き
た
が
、
県
が

　

人
学
級
を
実
施
し
た
の
で
八

３５幡
小
学
校
で
は
町
単
教
員
を
配

置
を
し
な
く
て
済
む
よ
う
に

な
っ
た
。
県
下
で
２
番
目
の
マ

ン
モ
ス
校
の
池
田
中
学
校
で
町

単
加
配
し
行
き
届
い
た
教
育
を
。

県
の
制
度
が
進
み
、
町

単
独
の
加
配
の
先
生
が

４
人
以
下
の
見
通
し
が
立
て
ば

実
施
し
た
い
。

新
年
度
よ
り
小
学
校
卒

業
ま
で
通
院
・
入
院
の

無
料
化
が
拡
大
さ
れ
る
が
、
小

学
生
の
入
院
は
窓
口
無
料
な
の

に
中
学
生
で
は
償
還
（
立
替
）

払
い
に
な
っ
て
い
る
。
中
学
生

も
窓
口
無
料
に
さ
れ
た
い
。

今
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ

た
が
各
市
町
村
が
医
療

費
の
拡
大
を
し
て
い
る
の
で
関

係
者
と
話
し
合
い
検
討
し
た
い
。

留
守
家
庭
幼
児
教
室
の

対
象
年
齢
を
小
学
校
六

年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
た
い
。

　

児
童
館
の
利
用
が
少
な
い
。

保
護
者
の
承
諾
が
あ
れ
ば
一
旦

家
に
帰
ら
な
く
て
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
。
ま
た
、
日
曜
日
の

開
館
を
。要

望
を
聞
い
て
実
施
し

た
い
。
出
来
る
だ
け
少

年
団
活
動
等
に
参
加
さ
れ
た
い
。

給
食
セ
ン
タ
ー
で
地
元

産
の
食
材
を
も
っ
と
活

用
さ
れ
た
い
。

地
元
産
の
農
作
物
を
給

食
セ
ン
タ
ー
で
使
用
し

て
い
く
こ
と
も
必
要
。（
別
表

参
照
）　　八

幡
小
学
校
等
建
設
検

討
委
員
会
が
開
催
さ
れ

た
。
八
幡
児
童
館
の
建
設
位
置

に
つ
い
て
最
初
か
ら
八
幡
小
学

校
地
内
と
場
所
が
決
ま
っ
て
い

る
の
は
お
か
し
い
。
学
校
関
係

者
か
ら
も
望
ま
し
く
な
い
と
の

意
見
が
続
出
。
隣
接
地
の
協
力

を
求
め
建
設
を
。
校
地
内
に
建

設
す
れ
ば
八
幡
小
学
校
の
改
築

に
も
影
響
す
る
。

補
助
金
の
関
係
で
建
設

位
置
に
つ
い
て
も
確
保

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
や
む
を
得
な
い
。

指
定
管
理
者
導
入
の
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

メ
リ
ッ
ト
は
。

指
定
管
理
者
移
行
に
向

け
総
合
体
育
館
は
準
備

に
入
っ
て
２
年
目
に
な
る
。
あ

と
１
年
ぐ
ら
い
で
移
行
し
た
い
。

そ
の
他
の
施
設（
さ
く
ら
会
館
・

ゆ
う
ご
う
・
ほ
っ
と
館
・
給
食

セ
ン
タ
ー
・
チ
ェ
リ
ー
ハ
ウ
ス

等
）
は
２
年
間
で
検
討
し
、
実

施
し
た
い
。
経
費
の
節
減
、
職

員
の
削
減
が
期
待
さ
れ
る
。

●池田中学校に町単教員を配置し行き
届いた教育を！

●中学生入院費の窓口無料化せよ！

●利用しやすい児童館に！
野網義一

議員　

Ａ

ＱＡＱ

ＡＱ ＱＡ

ＱＡ

kg品 物
７５７ね ぎ
９０豆 味 噌

１,４３６タ マ ネ ギ
７２４ジャガイモ
２４４ナ ス
９３９は く さ い
２,４２２だ い こ ん
６８里 芋

１,１００蒸 し 大 豆
３０,５３３玄 米

給食センターの地元産食材
利用状況（１８年度）

指定管理者制度の導入が検討されている①総合体育館

②総合体育館入り口にあるチェリーハウス

ＱＡ
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Ｑ　

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

況
の
公
表
は
、
今
ま
で
な

か
っ
た
の
か
。

Ａ　

給
与
・
定
員
に
つ
い
て
は
、

公
表
し
て
い
た
が
、
よ
り
細

か
く
公
表
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

Ｑ　

職
員
の
配
置
転
換
、
給
与
、

懲
戒
等
人
事
に
係
わ
る
申
し

立
て
訴
え
は
ど
の
様
に
す
る

の
か
。

Ａ　

公
平
委
員
会
で
扱
う
。
県

に
は
人
事
委
員
会
が
あ
る
。

Ｑ　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更

新
が
必
要
か
。
購
入
の
経
過
、

価
額
、
配
置
先
は
。

Ａ　

入
札
に
て
決
定
。
価
格
１

４
３
５
万
円
、　

年
経
過
し
、

１４

更
新
、
本
部
班
へ
。

Ｑ　

ポ
ン
プ
車
の
廃
車
車
両
は

ど
の
よ
う
に
処
分
し
た
か
。

Ａ　

引
取
料
、
解
体
料
を
業
者

負
担
で
処
分
し
た
が
、
今
後

可
搬
ポ
ン
プ
等
は
、
希
望
者

に
売
る
よ
う
考
え
た
い
。

Ｑ　

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
等
の
施
設
建
設
は
事

前
に
説
明
せ
よ
。

Ａ　

今
後
は
予
算
・
設
計
・
維

持
管
理
等
事
前
説
明
す
る
。

Ｑ　

電
子
入
札
制
度
を
導
入
せ

よ
。

Ａ　

電
子
入
札
、
一
般
競
争
入

札
を
含
め　

年
度
か
ら
構
築

１９

し
た
い
。

Ｑ　

自
主
防
災
支
援
事
業
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め

る
の
か
。

Ａ　

各
地
区
組
織
を
つ
く
り
自

助
の
中
で
災
害
復
旧
を
行
う
。

そ
の
為
の
機
材
・
食
品
・
倉

庫
等
物
的
支
援
を
主
に
行
う
。

Ｑ　

人
口
の
割
に
世
帯
数
が
増

加
し
て
い
る
。
町
は
世
帯
の

あ
り
方
に
各
課
で
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
っ
て
統
一
し
た
行
政

政
策
を
す
べ
き
。

Ａ　

各
課
で
連
絡
調
整
し
、
区

長
会
と
も
話
し
合
う
必
要
が

あ
る
。

Ｑ　

一
階
玄
関
ロ
ビ
ー
に
、
来

庁
者
案
内
所
を
設
け
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
ら
れ

た
い
。

Ａ　

総
合
窓
口
案
内
係
を
置
き
、

行
政
資
料
の
公
開
等
簡
易
な

業
務
を
担
う
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
た

い
。

３月１９日開催

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

◎
人
事
行
政
の
運
営
等
の

状
況
の
公
表
に
関
す
る

条
例

◎
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

◎
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◎
平
成　

年
度
一
般
会
計

１８

補
正
予
算

◎
平
成　

年
度
一
般
会
計

１９

予
算

付 託 案 件

主
な
審
査
の
内
容

町の防災コミュニティーセンター（市橋）

本部班へ貸与された消防車
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Ｑ　

住
民
検
診
の
予
算
が
余
っ

た
の
は
な
ぜ
か
？

Ａ　

当
初
の
見
込
み
よ
り
受
診

者
が
少
な
か
っ
た
た
め
と
家

族
調
査
票
を
各
家
庭
に
送
る

方
法
を
工
夫
す
る
な
ど
し
て

節
約
し
た
た
め
。
基
本
検
診

は
１
万
１
千
円
か
か
る
が
、

個
人
負
担
は
千
円
で
済
む
の

で
ぜ
ひ
受
診
し
て
ほ
し
い
。

Ｑ　

添
乗
員
は
私
立
の
保
育
園

で
は
保
育
士
が
行
っ
て
い
る

が
公
立
は
ど
う
な
の
か
。

Ａ　

公
立
の
保
育
士
は
本
来
の

業
務
が
あ
る
の
で
添
乗
は
し

て
い
な
い
。

Ｑ　

リ
サ
イ
ク
ル
資
源
取
引
料
、

３
３
４
万
円
の
増
収
の
中
身

は
何
か
？

Ａ　

新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
、

繊
維
な
ど
の
持
ち
寄
り
回
収

１
８
６
ト
ン
・
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
さ
れ
た
７

１
９
ト
ン
の
取
引
合
計
額
で

あ
る
。

Ｑ　

可
燃
ゴ
ミ
処
理
費
用
を
、

金
額
に
し
て
ど
れ
く
ら
い
減

ら
す
目
標
を
持
っ
て
い
る
か
。

Ａ　

紙
類
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が

６
割
以
上
を
占
め
る
の
で
紙

は
リ
サ
イ
ク
ル
へ
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は　

年
度
か
ら
回
収

１９

す
る
こ
と
で
7
0
0
〜
1
0

0
0
万
く
ら
い
減
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
る
。

Ｑ　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
は

現
金
に
な
ら
な
い
の
か
。

Ａ　

今
は
な
ら
な
い
が
、
い
ず

れ
そ
う
し
た
い
の
で
ス
ー

パ
ー
や
集
積
場
か
ら
集
め
て

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
回

収
率
を
上
げ
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
の

構
想
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ　

池
田
町
で
は
週
休
５
日
制

の
翌
年
か
ら
親
子
ふ
れ
あ
い

土
曜
教
室
を
実
施
。　

年
度

１９

か
ら
は
平
日
も
視
野
に
入
れ

て
各
児
童
館
で
や
っ
て
い
き

た
い
。

３月１５日開催

民
生
文
教
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

条
例
関
係

◎
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
使
用

時
間
は
午
前
８
時　

分
１５

か
ら
５
時　

分
に
変
更

３０

す
る
。

◎
福
祉
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

小
学
校
３
年
生
ま
で
の

医
療
費
の
助
成
を
６
年

生
ま
で
引
き
上
げ
る
。

◎
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

　
　

年
度
か
ら
３
年
ぶ
り

１９に
国
民
健
康
保
険
料
の

値
上
げ
と
な
る
。
増
え

る
医
療
費
に
対
し
て
国

民
健
康
保
険
か
ら
の
支

払
い
の
不
足
が
生
じ
る

こ
と
に
よ
る
。
具
体
的

な
値
上
げ
の
額
は
各
家

庭
に
よ
っ
て
異
な
る
。

付 託 案 件

主
な
審
査
の
内
容

紙・プラスチック類

生ゴミ

６割以上

４割

紙・プラスチック類を

へらせば

処理のお金も減る

土曜教室

付 託 案 件

予
算
関
係

　

年
度
補
正
予
算

１８
　

年
度
予
算

１９◎
一
般
会
計

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
◎
老
人
保
健
特
別
会
計

リサイクルセンター
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Ｑ　

町
外
者
の
利
用
料
金
が　

割
１０

増
な
の
を
見
直
す
べ
き
。

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
硬
す
ぎ
て
膝

に
負
担
が
か
か
り
不
評
だ
。
利

用
料
金
が
高
い
、
無
料
に
す
べ

き
。

Ａ　

他
の
施
設
と
の
整
合
性
を

図
っ
た
。

Ｑ　

管
理
は
ど
こ
で
す
る
の
か
。

Ａ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

管
理
運
営
を
委
託
す
る
。

Ｑ　

道
の
駅
の
設
計
調
査
委
託
料

の
変
更
に
つ
い
て

Ａ　

指
名
競
争
入
札
に
よ
り
予
算

よ
り
１
２
６
万
円
安
い
３
５
７

万
円
で
契
約
。

Ｑ　

下
水
道
管
理
シ
ス
テ
ム
に
お

金
を
か
け
な
く
て
も
手
持
ち
の

工
事
関
係
資
料
で
十
分
で
は
な

い
か
。

Ａ　

法
的
整
備
の
必
要
も
あ
り
、

効
率
性
を
検
討
し
、
コ
ス
ト
が

か
か
ら
な
い
よ
う
整
備
し
た
い
。

Ｑ　

温
泉
の
収
入
が
減
少
し
て
い

る
が
高
齢
者
割
引
の
影
響
か
。

Ａ　

昨
年　

月
以
降
は
増
え
て
い

１２

る
。
高
齢
者
割
引
の
影
響
も
あ

る
が
、
広
報
無
料
券
の
利
用
が

昨
年
に
比
べ
５
０
０
０
人
程
増

え
た
。

Ｑ　

燃
料
の
単
価
決
定
は
ど
う
し

て
い
る
か
。

Ａ　

毎
月
総
務
課
で
入
札
し
て
単

価
を
決
め
て
い
る
。

Ｑ　

温
泉
の
水
位
低
下
は
な
い
か
。

ま
た
、
近
鉄
バ
ス
の
利
用
は
。

Ａ　

水
位
は
地
下
１
２
０
ｍ
付
近

で
安
定
し
て
い
る
。
バ
ス
の
利

用
は
一
日
平
均　

人
。

１０

Ｑ　

広
葉
樹
の
植
樹
事
業
の
方
法

に
つ
い
て

Ａ　

５
月　

日
の
郡
の
緑
の
祭
り

２７

に
池
田
の
森
で
コ
ナ
ラ
や
ヤ
マ

グ
リ
な
ど
実
の
な
る
木
を
１
２

０
本
、
池
田
山
登
山
や
中
学
の

体
験
学
習
と
し
て
取
り
組
み
た

い
。
民
間
企
業
に
も
協
力
を
呼

び
か
け
た
い
。

Ｑ　

商
工
会
へ
の
補
助
金
が
増
え

た
の
は
な
ぜ
か
。

Ａ　

県
の
補
助
金
が
大
幅
減
と
な

り
商
工
会
内
部
で
会
費
や
手
数

料
・
経
費
の
見
直
し
、
努
力
さ

れ
た
が
な
お
不
足
す
る
の
で
増

額
し
た
。

Ｑ　
「
い
こ
い
の
森
」設
計
委
託
料

４
０
０
万
円
は
何
を
目
的
に
し

て
い
る
か
。

Ａ　

南
へ
抜
く
ル
ー
ト
と
東
西
線

の
拡
幅
を
考
え
て
い
る
。
幅
員

は
４
・
５
ｍ
だ
が
敷
地
内
に
つ

い
て
は
５
ｍ
、
歩
道
・
植
樹
帯

を
入
れ
る
と　

ｍ
程
度
を
考
え

１１

て
い
る
。

３月１４日開催

建
設
産
業
委
員
会

建
設
産
業
委
員
会

条
例
関
係

◎
都
市
公
園
条
例
の
一
部

改
正

　

南
部
公
園
の
多
目
的
広

場
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を

有
料
の
都
市
公
園
施
設

に
追
加

◎
南
部
公
園
施
設
の
設
置

及
び
管
理
条
例

　

多
目
的
広
場
の
使
用
料

を
一
時
間
１
０
０
円

（
半
面
は　

円
）
、
テ

５０

ニ
ス
コ
ー
ト
１
時
間
３

０
０
円

◎
字（
あ
ざ
）の
区
域
変
更

　

地
籍
調
査
を
実
施
し
た

上
田
地
内
の
小
字
の
一

部
を
変
更

◎
町
道
の
路
線
認
定
・
路

線
変
更

　

住
宅
建
設
に
伴
う
寄
附

や
道
路
新
設（
藤
代
）に

伴
う
認
定
と
変
更

付 託 案 件

主
な
審
査
の
内
容

南部公園全景

予
算
関
係

　
　

年
度
補
正
予
算

１８

　
　

年
度
予
算

１９
◎
一
般
会
計

◎
北
部
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計

◎
南
部
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計

◎
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計

◎
公
共
下
水
道
事
業
会
計

◎
温
泉
施
設
特
別
会
計

◎
水
道
事
業
会
計

付 託 案 件

「いこいの森」道が出来たらずいぶん狭くなるね



いけだ町議会だより　No.124
平成 19 年 5 月 1 日発行13

　

料
金
改
正
に
つ
い
て
は
「
広

報
い
け
だ
」
の
料
金
表
を
見
て

下
さ
い
。

Ｑ　

今
後
の
利
用
料
金
は
、
ど

う
な
る
の
か
。

Ａ　

今
後
に
つ
い
て
も
維
持
管

理
費
は
利
用
料
金
で
賄
っ
て

い
く
と
い
う
の
が
基
本
的
な

考
え
方
で
、
３
年
毎
に
見
直

し
な
が
ら
将
来
的
に
は
水
道

料
金
と
合
せ
た
従
量
制

（
メ
ー
タ
ー
制
）の
事
も
考
え

て
い
き
た
い
。 

Ｑ　

集
落
で
工
事
説
明
出
来
る
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
は
出
来
な

い
か
。

Ａ　

浄
化
槽
の
整
備
、
公
共
下

水
の
整
備
、
農
集
の
整
備
が

ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
か
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
知
ら

せ
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

公
共
下
水
の
接
続
状
況
は
。

Ａ　

新
規
に
増
え
て
来
る
の
で

全
体
は
下
る
が
市
橋
地
区

　

・
６
％
。
片
山
南　

・
７

７６

７６

％
。
下
八
幡
地
区　

・
３
％
。

５８

上
八
幡　

・
８
％
。
片
山
北

３４

　

・
２
％
。
下
田
畑　

・
２

２９

３１

％
。
事
業
所
関
係
は　

・
４

５９

％
で
全
体
で　

・
７
％
と
い

６１

う
状
況
に
あ
る
。

Ｑ　

平
成　

年
度
の
工
事
予
定

１９

地
域
は
ど
こ
か
。

Ａ　

上
八
幡
地
内　

・
５　

と

１５

ha

下
田
畑
地
内
２
・
７　

を
予

ha

定
し
て
い
る
。

２月７日開催
３月１３日開催

下
水
道
特
別
委
員
会

下
水
道
特
別
委
員
会

主
な
審
査
の
内
容

処理場第２期建設工事

農
業
集
落
排
水
、
公
共
下
水

道
使
用
料
金
に
つ
い
て

平
成　

年
度
下
水
道
工
事
計

１８

画
進
捗
状
況

平
成　

年
度
管
路
工
事
、
施

１９

工
予
定
箇
所
、
農
集
及
び
公

共
下
水
道
の
各
処
理
場
の
水

質
検
査
の
結
果
に
つ
い
て



Q　

指
定
管
理
者
制
度
（
民
間
委

託
）
へ
移
行
し
て
い
く
事
で
、

コ
ス
ト
は
ど
れ
く
ら
い
削
減
出

来
る
か
。

Ａ　

金
額
的
に
説
明
で
き
る
数
字

は
出
て
い
な
い
が
、
基
本
的
に

は
人
件
費
の
圧
縮
に
よ
り
相
当

効
果
が
出
る
と
考
え
て
い
る
。

Q　

受
け
入
れ
る
指
定
管
理
者
の

見
通
し
は
あ
る
か
。

Ａ　

県
等
で
は
管
理
会
社
、
商
事

会
社
を
対
象
に
進
め
て
い
る
が

町
と
し
て
は
、
町
民
の
目
の
高

さ
で
支
援
出
来
る
よ
う
町
民
の

方
を
中
心
に
し
た
い
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
か
法
人
で
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
事
は
な
い
。
状
況
を

見
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

Q　

指
定
管
理
者
に
任
せ
る
事
に

よ
り
負
担
金
が
増
え
た
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
な
い
か
。

Ａ　

使
用
料
、
手
数
料
は
町
の
基

本
額
で
行
い
今
の
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
す
る
た
め
に
２
〜
３
年
か

け
て
仕
組
づ
く
り
を
行
う
必
要

が
あ
る
。

Q　

近
鉄
養
老
線
の
補
助
金
が
平

成　

年
か
ら
３
年
で
一
億
に
な

２０
る
が
将
来
の
方
向
づ
け
は
。

Ａ　

３
年
間
で
一
億
は
町
に
と
っ

て
は
大
き
い
。
今
後
は
定
期
や

イ
ベ
ン
ト
等
の
利
用
者
を
増
や

す
事
な
ど
を
含
め
、
い
ろ
い
ろ

仕
掛
け
な
が
ら
、
国
・
県
へ
の

要
望
も
検
討
し
進
め
て
い
く
。

Q　

見
な
れ
て
い
な
い
の
で
非
常

に
難
か
し
い
表
だ
。
も
っ
と
わ

か
り
や
す
く
し
て
町
民
に
公
表

し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

今
後
よ
く
研
究
を
行
い
、
わ

か
り
や
す
い
指
標
で
町
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
公
表
し

て
い
く
。

　

尚
、
今
回
初
め
て
一
切
委
託
を

せ
ず
職
員
の
努
力
で
２
年
か
け
て

作
成
。
経
費
節
減
に
務
め
た
。

　

詳
し
く
は
町
報
５
月
号
Ｐ
６
〜

８
を
ご
覧
下
さ
い
。
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編

集

後

記

　

四
月
を
迎
え
る
と
池
田

山
も
う
っ
す
ら
と
ピ
ン
ク

に
染
ま
り
だ
し
、
春
が
来

た
と
の
体
感
を
覚
え
ま
す
。

　

隣
近
所
の
子
供
達
も
、

保
育
園
や
小
学
校
へ
入
学

す
る
子
の
親
達
も
、
な
ん

と
な
く
「
う
き
う
き
」
し

て
見
え
ま
す
。

　

議
会
広
報
委
員
会
も
、

女
性
３
名
が
入
っ
て
、
に

ぎ
や
か
な
メ
ン
バ
ー
と
な

り
ま
し
た
。

　

た
だ
広
報
委
員
は
、
６

時
間
以
上
の
議
事
録
を
原

稿
用
紙
２
枚
程
度
に
読
み

返
し
な
が
ら
、
わ
か
り
や

す
い
記
事
に
書
き
ま
す
。

　

短
期
日
で
仕
上
げ
る
こ

と
は
大
変
で
す
が
、
新
し

い
広
報
が
出
来
上
っ
た
時

は
、
ホ
ッ
と
す
る
と
と
も

に
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

　

素
人
の
編
集
記
事
で
読

み
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
お
許
し

下
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
意

見
ご
感
想
を
お
寄
せ
下
さ

い
。

「
安
田
正
治
」
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主
な
審
査
の
内
容

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

池
田
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
等
に
つ
い
て

指定管理者制度（民間委託）の推進
平成１８年度末の状況（現況）
公の施設関係
　①レクリエーション・スポーツ施設　（２１施設）　　　　　　　　　一部委託２１施設
　②産業振興施設　　　　　　　　　　（３施設）　　直営
　③基盤施設　　　　　　　　　　　　（２１施設）　　直営９施設　　一部委託１２施設
　④文教施設　　　　　　　　　　　　（１７施設）　　直営７施設　　一部委託１０施設
　⑤医療・社会福祉施設　　　　　　　（１６施設）　　直営６施設　　一部委託９施設
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定管理１施設
事務事業関係
　①本庁舎清掃　全部委託　　　②本庁夜間警備　直営　　　③案内・受付　直営


